
平成27年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成26年8月7日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 宮地エンジニアリンググループ株式会社 上場取引所 東
コード番号 3431 URL http://www.miyaji-eng.com/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 青田 重利
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 越後屋 秀博 TEL 03-5649-0111
四半期報告書提出予定日 平成26年8月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 5,647 3.2 286 △17.3 307 △14.1 265 △19.0
26年3月期第1四半期 5,474 19.3 346 731.6 358 489.7 327 632.2

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 466百万円 （△13.0％） 26年3月期第1四半期 536百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 3.90 ―
26年3月期第1四半期 4.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 31,589 13,501 42.7
26年3月期 31,665 13,175 41.6
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 13,501百万円 26年3月期 13,175百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 0.00 ― 2.00 2.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,000 16.8 300 △71.2 300 △71.1 250 △73.9 3.67
通期 24,000 9.0 700 △51.3 600 △58.6 500 △46.1 7.34



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 69,194,543 株 26年3月期 69,194,543 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 1,112,854 株 26年3月期 1,112,854 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 68,081,689 株 26年3月期1Q 68,089,283 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や海外景気の下

振れ要因が懸念されたものの、政府の各種経済対策の効果が発現するなか、個人消費などに一部弱さが残るものの

持ち直しの動きが見られ、企業収益や雇用情勢は改善するなど、引き続き景気は緩やかな回復基調で推移しまし

た。 

 当社グループの主力である道路橋・鉄道橋などの橋梁事業につきましては、震災復興工事を含む公共事業関係費

の堅調な推移などに伴い総発注量が前年同期比で増加したものの、受注競争は未だ激しく、現場労務費や資材価格

の上昇基調が続くなど厳しい事業環境となりました。 

 このような環境下、当社グループは、グループの有する設計・計画・製作・架設力などの総合エンジニアリング

力を最大限活かし、道路橋などの公共事業、鉄道橋・鉄構などの民間事業、保全・補修事業、合成床版などのＦＲ

Ｐ事業などに注力し、受注、売上、利益を安定的に確保するための施策を継続的に推進しております。 

 当第１四半期連結累計期間の受注高につきましては、技術提案力の強化、積算精度の向上、情報収集の強化など

受注強化策を推進し積極的な営業活動に努めた結果、55億35百万円（前年同四半期比47.2％増）となりました。 

 売上高につきましては、手持ち工事の生産・施工が順調に推移したことから、56億47百万円（同3.2％増）とな

りました。 

 損益につきましては、引き続き経営全般にわたるコスト削減に注力したものの、工事損失引当金を計上したこと

などにより、営業利益は２億86百万円（同17.3％減）、経常利益は３億７百万円（同14.1％減）、四半期純利益は

２億65百万円（同19.0％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 資産合計は、前連結会計年度末と比較して76百万円減少し、315億89百万円となりました。主な要因は、工事代

金の回収が順調に進んだことにより、完成工事未収入金が20億21百万円減少し、現金預金が６億33百万円、受取手

形が６億４百万円増加するなど、流動資産合計で３億12百万円減少となりましたが、投資有価証券が２億84百万円

増加したためであります。

 負債合計は、前連結会計年度末と比較して４億２百万円減少し、180億87百万円となりました。主な要因は、支

払手形・工事未払金が２億41百万円、未払金・未払費用が２億30百万円増加しましたが、短期借入金が工事代金の

回収による返済で９億70百万円減少したためであります。

 純資産合計は、前連結会計年度末と比較して３億25百万円増加し135億１百万円となりました。主な要因は、当

期純利益２億65百万円と配当金の支払１億36百万円等により、利益剰余金が１億24百万円増加したことと、その他

有価証券評価差額金が１億83百万円増加したためであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 わが国経済の見通しにつきましては、米国、欧州や新興国経済など海外景気の下振れが不安定要因として懸念さ

れるものの、政府の各種経済対策の更なる効果が期待されるなか、消費増税の影響も薄れ、引き続き景気は緩やか

な回復基調で推移するものと予想されます。 

 当業界を含む道路など社会インフラを担う建設業界におきましては、震災後、改めて公共事業の必要性が見直さ

れ、幹線道路のミッシングリンク解消ならびに防災・減災、老朽化対策の加速による国土強靭化の推進などに伴い

引き続き安定した需要が期待され、また「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の一部改正（いわゆる改正品

確法）等の施行による収支改善も期待されるなど、受注環境に改善が見られます。しかしながら、依然として需給

ギャップが大きく、激しい受注競争が続くものと思われます。 

 当社グループは、グループが保有する豊富な実績・技術力・架設力を活かし、技術提案力、積算精度の更なる向

上を図り、情報収集力を高め、総力を挙げて安定的な受注の確保に努めてまいります。また、設計・計画・製作か

ら架設までの総合エンジニアリング力の強化と採算性の更なる向上を図ってまいります。 

 具体的には、柱である新設橋梁事業、鉄道橋・鉄構などの民間事業の更なる強化を図るとともに、今後積極的に

展開される東日本高速道路、中日本高速道路、西日本高速道路、首都高速道路、阪神高速道路およびＪＲなどの大

規模更新・大規模修繕を始めとした保全・補修事業、東京オリンピック開催に伴う関連需要が期待される建築・土

木関連事業、および安定的需要が見込め有望な製品の多いＦＲＰ事業に経営資源を積極的に投入し経営基盤を強化

して、一段の飛躍を図ってまいります。 

 なお、第２四半期累計期間および通期の連結業績予想につきましては、平成26年5月15日公表数値に変更ありま

せん。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準または給付算定式基準を継続し、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が4,715千円増加し、利益剰余金が4,715千円

減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼ

す影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 5,983,898 6,617,250 

受取手形・完成工事未収入金 10,244,768 8,826,424 

未成工事支出金 119,617 125,431 

その他 454,856 921,382 

流動資産合計 16,803,141 16,490,489 

固定資産    

有形固定資産    

土地 8,073,050 8,082,173 

その他（純額） 2,335,346 2,288,568 

有形固定資産合計 10,408,396 10,370,742 

無形固定資産 104,799 94,711 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,110,701 4,394,985 

その他 313,255 312,804 

貸倒引当金 △74,540 △74,540 

投資その他の資産合計 4,349,417 4,633,249 

固定資産合計 14,862,613 15,098,703 

資産合計 31,665,755 31,589,192 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 5,059,291 5,300,899 

短期借入金 6,170,000 5,200,000 

未払法人税等 89,206 45,678 

未成工事受入金 1,003,142 957,814 

工事損失引当金 395,600 464,800 

その他の引当金 260,515 167,389 

その他 387,671 748,659 

流動負債合計 13,365,428 12,885,241 

固定負債    

再評価に係る繰延税金負債 2,106,395 2,106,395 

引当金 39,918 43,280 

退職給付に係る負債 1,845,489 1,834,019 

その他 1,132,973 1,218,923 

固定負債合計 5,124,777 5,202,620 

負債合計 18,490,206 18,087,861 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,000,000 3,000,000 

資本剰余金 3,746,225 3,746,225 

利益剰余金 2,904,440 3,029,244 

自己株式 △225,095 △225,095 

株主資本合計 9,425,571 9,550,375 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 928,788 1,112,131 

土地再評価差額金 3,235,858 3,235,858 

退職給付に係る調整累計額 △414,669 △397,034 

その他の包括利益累計額合計 3,749,977 3,950,955 

純資産合計 13,175,548 13,501,331 

負債純資産合計 31,665,755 31,589,192 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

完成工事高 5,474,696 5,647,301 

完成工事原価 4,740,802 4,968,502 

完成工事総利益 733,894 678,799 

販売費及び一般管理費 387,069 391,883 

営業利益 346,825 286,916 

営業外収益    

受取利息 338 600 

受取配当金 28,576 34,503 

その他 19,425 23,409 

営業外収益合計 48,340 58,513 

営業外費用    

支払利息 17,703 15,276 

異常操業損失 15,548 16,650 

その他 3,812 6,032 

営業外費用合計 37,064 37,959 

経常利益 358,101 307,470 

特別損失    

固定資産除却損 5,456 － 

投資有価証券評価損 － 80 

業務提携関連費用 － 850 

特別損失合計 5,456 930 

税金等調整前四半期純利益 352,645 306,539 

法人税、住民税及び事業税 24,525 41,733 

法人税等調整額 177 △878 

法人税等合計 24,703 40,855 

少数株主損益調整前四半期純利益 327,942 265,683 

四半期純利益 327,942 265,683 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 327,942 265,683 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 208,488 183,342 

退職給付に係る調整額 － 17,635 

その他の包括利益合計 208,488 200,977 

四半期包括利益 536,431 466,661 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 536,431 466,661 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

４．補足情報

生産、受注及び販売の状況（連結）

① 生産の状況            

製品別 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 

至 平成26年６月30日） 

前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 

至 平成26年３月31日） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

橋梁 4,822,804 88.1 4,968,838 88.0 19,353,474 87.9

建築他 650,959 11.9 678,206 12.0 2,658,776 12.1

合計 5,473,763 100.0 5,647,045 100.0 22,012,251 100.0

             

② 受注の状況            

 （受注高）            

製品別 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 

至 平成26年６月30日） 

前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 

至 平成26年３月31日） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

橋梁 3,199,936 85.1 5,189,221 93.8 19,983,788 90.8

建築他 559,986 14.9 345,881 6.2 2,034,901 9.2

合計 3,759,922 100.0 5,535,102 100.0 22,018,689 100.0

             

 （受注残高）            

製品別 

前第１四半期連結会計期間末 

（平成25年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間末 

（平成26年６月30日） 

前連結会計年度末 

（平成26年３月31日） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

橋梁 21,965,681 91.3 24,438,028 95.2 24,207,993 93.9

建築他 2,103,263 8.7 1,224,371 4.8 1,566,606 6.1

合計 24,068,945 100.0 25,662,400 100.0 25,774,599 100.0

             

③ 販売の状況            

製品別 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 

至 平成26年６月30日） 

前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 

至 平成26年３月31日） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

金額 

（千円）

構成比

（％） 

橋梁 4,814,940 87.9 4,959,185 87.8 19,356,480 87.9

建築他 659,756 12.1 688,116 12.2 2,671,328 12.1

合計 5,474,696 100.0 5,647,301 100.0 22,027,809 100.0

 

※ 橋梁とは、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の

設計・製作・現場施工、プレストレストコンクリート橋梁、ＦＲＰ構造物、その他土木事業であります。 

 建築他とは、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、その他鋼構造物の製作・現場施工、既設構造物の

耐震・免震工事、その他の事業であります。
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